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標題： 感染者急増のインドネシア、活動制限令への不満充満  大規模社会制限でも感染者減ら

ず、効果に疑問の声も 

JBpress, 2020.6.1 

インドネシアでは、コロナウイルスの感染拡大防止策として大規模社会制限（PSBB）を実施

しているが、感染者数、感染死亡者数の増加に一向に歯止めがかからず、制限だらけの不自由

な生活への不満が急激に高まっている。 

首都ジャカルタに隣接する西ジャワ州などでは PSBB を解除して、県や郡、市町村といった

地方公共団体に対策を任せるところもでており、最も感染者数が多い首都ジャカルタでも何度

か延長されている現在の PSBB が期限切れとなる 6月 4日を最後に解除して、通常の生活、経

済活動、社会活動に復帰することが真剣に検討されはじめている。 

その一方でインドネシア全体のコロナウイルス感染者数は 5月 24 日現在で、感染者数は 2

万 2271 人、感染死者数は 1373 人となっている。24 日の 1週間前である 17 日の感染者数が 1

万 7514 人、死者が 1148 人だったことから、直近の 1週間で感染者数は約 4700 人、死者は約

200 人増加したことになる。 

保健省の統計への疑念が渦巻いている上、自宅ワーク、外出自粛、ビジネス活動・営業の停

止や縮小などにより多くの失業者、生活困窮者がジャカルタなどに溢れだしている。その数は

最大で数十万に達する恐れがあるとしている。 

そこへきてジョコ・ウィドド大統領が、感染防止のために打ち出した「断食明けの大祭休暇

での帰省禁止」という方針が、さらにジャカルタ市民を追い込んでいる。首都や都会で生活が

苦しくなった市民は、親戚や実家を頼って地方の実家などに帰省して生活を維持することを考

えていたのだが、「コロナウイルスの地方都市への感染拡大阻止」という政府方針のために帰

省が実質禁止され、行き場を失ってしまったからだ。 

集会や外食も禁じられているため、イスラム教モスクなどに人が集まっているだけで解散さ

せられるし、外で食事などしていようものならその食堂は閉鎖に追い込まれ、「悪質」と判断

された場合には街角清掃などの「社会奉仕」が義務付けられる。こうした罰則が科されるに従

って市民の不満は高まっている。 

必ずしも PSBB が感染拡大防止に有効とはいえないこと示す事例も報道され、PSBB 不要論が

ジャカルタなどでは高まっている。特に隣接の西ジャワ州が PSBB 解除に踏み切ったことでそ

うした気運はこれまで以上にジャカルタでは高まっている。 

インドネシア全国 34 州のうち、ジャカルタのあるジャワ島 6州には全国の感染者数の

70％、感染死者数の 82％が集中しているという事実を考えると、医療関係者などが懸念する

「PSBB 解除はジャカルタなど首都圏では依然として時期尚早」との見方はそれなりの根拠があ

ると言える。 

6 月 4 日に期限切れを迎えるジャカルタの PSBB が果たして解除されるのか、さらに延長され

るのか、政府、州政府は難しい判断を迫られている。 

備考 PSBB:は Pembatasan Sosial Berskala Besar の略。

https://jakatomo.com/archives/806 参照。 



 


